
経済動向調査のまとめ 
令和 2 年度 第２四半期（7 月～9 月） 

１．兵庫県の景気動向 

（令和２年 10 月 28 日発表 産業労働部政策労働局産業政策課により兵庫県の経済・雇用情勢を集約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業の業況判断は、足もと、先行きとも横ばいと依然として厳しい。 

個人消費は、持ち直しの動きが続いている。 

輸出は、下げ止まっている。 

設備投資は、増加計画にあるものの、下方修正の動きも見られる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

～県内景気の現状についての日本銀行神戸支店のコメント～ 

 

 

生産は、持ち直しの動きが続いている。 

有効求人倍率は、低下している。賃金は、弱い動きとなっている。 

倒産件数は、前年を下回った。 



２．地域のおける景気動向 

但陽信用金庫 景気動向調査レポートより（2020 年 7～9 月期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


